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～ はじめに ～ 

このＱ＆Ａは、令和６年１２月時点において国から示されている方針をもとに作成した

ものです。今後、国から示される省令、通知等により内容に変更が生じる可能性がござい

ます。 

 最新情報は、当組合ＨＰなどで随時お知らせします。ぜひご覧ください。 

 また、このＱ＆Ａでは、主に当組合にお問い合わせのあった「マイナ保険証」の事例を

参考に掲載しています。「マイナンバーカード」に関する情報や「マイナンバー制度」は、

下記デジタル庁・厚生労働省等のＨＰをご参照ください。電話でのお問い合わせは「マイ

ナンバー総合フリーダイヤル」をご利用ください。 

 

●マイナンバーに関するお問い合わせ 

 マイナンバー総合フリーダイヤル：0120-95-0178 

マイナンバーカード総合サイトＨＰ「お電話でのお問い合わせ」 

（https://www.kojinbango-card.go.jp/contact/tel/） 

 

●マイナンバーカード総合サイトＨＰ「マイナンバーカードを申請する」 

（https://www.kojinbango-card.go.jp/apprec/apply/） 

 

●マイナンバーカード総合サイトＨＰ「更新手続きについて」 

（https://www.kojinbango-card.go.jp/card/renewal/） 

 

●厚生労働省ＨＰ「マイナンバーカードの健康保険証利用の安全な制度運用に向けて」 

（https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_33112.html） 

 

●デジタル庁ＨＰ「マイナンバー（個人番号）制度・マイナンバーカード」 

（https://www.digital.go.jp/policies/mynumber） 

 

●デジタル庁ＨＰ「持ち歩いても大丈夫！マイナンバーカードの安全性」リーフレット 

（https://www.digital.go.jp/policies/mynumber_resources） 
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Ｑ１ 
令和６年の１２月以降は、保険証が使えなくなるのですか。マイナンバーカ

ードがないと保険で受診できなくなりますか？ 

令和６年１２月１日までに交付された保険証は、有効期限の令和７年９月３０日まで

ご使用いただけます。 

現在お手元にある保険証は、有効期限が切れるまで破棄せずにお持ちください。 

※期間中に７５歳を迎える方、外国籍の方で在留期限がある場合など一部の方は有効期限が異な

る場合があります。 

 

Ｑ２ 令和６年１２月２日以降も、保険証を発行できますか？ 

令和６年１２月２日以降は、マイナンバーカードを保険証として使用する仕組み（マ

イナ保険証）に移行しているため、保険証の新規発行や再発行を行うことができませ

ん。 

次のような場合も保険証を発行できませんのでご注意ください。 

・就職や転職によって当組合に新規で加入する場合 

・引っ越しで住所が変わった場合 

・氏名が変わった場合 

・保険証を紛失、破損した場合 

・事業所の代表者変更や法人を設立した場合 

・事務所所在地が変更した場合（支部が変更したときのみ） 

 

Ｑ３ マイナ保険証とは何ですか？ 

マイナ保険証とは、マイナンバーカードを保険証として利用登録をしたものです。 

オンライン資格確認システムを導入している医療機関等で利用することができます。

（マイナ受付のステッカーとポスターが目印です） 

※対象の医療機関・薬局は、厚生労働省ＨＰ「マイナンバーカードの健康保険証利用対応の医療

機関・薬局等についてのお知らせ」をご確認ください。 

（https://www.mhlw.go.jp/stf/index_16743.html） 
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Ｑ４ 
マイナ保険証を持っていない場合は、医療機関等へどのように受診したらよ

いですか？ 

令和６年１２月２日以降に、 

・新規で加入された方 

・既加入者で資格情報に変更があった方（Ｑ２参照） 

のうち、マイナンバーカードを持っていない方や、マイナ保険証利用の登録をしていな

い方は、組合より「資格確認書」を送付します。 

 「資格確認書」を提示すれば、マイナ保険証のメリットはありませんが、これまで通

りの受診が可能です。 

 また、マイナ保険証をお持ちの方については、ご自身の被保険者資格などを簡単に把

握できるように、「資格情報通知書（資格情報のお知らせ）」を送付します。 

 

Ｑ５ 資格確認書とはどのようなものですか？ 

 マイナンバーカードを持っていない方や、マイナ保険証利用の登録をしていない方が

医療機関等を受診する際、マイナ保険証の代わりに使用するものです。（これらの方々は

「資格確認書」を受け取るための申請は必要ありません。） 

 材質・サイズ・形状・記載内容は、従来の保険証と同様です。 

 ※交付済の保険証をお持ちの方は、「資格確認書」の送付はありません。 

 

Ｑ６ 資格情報通知書（資格情報のお知らせ）とはどのようなものですか？ 

 マイナ保険証の保有者が、簡易に自身の資格等の基本情報（氏名、被保険者記号・番

号・枝番、加入区分、保険者番号・保険者名）を確認できるようお知らせするもので

す。Ａ４の紙面にて送付します。 

 申請を行う際の記入時に使用したり、オンライン資格確認未導入の医療機関を受診す

る際に、マイナンバーカードと一緒に提示することで保険診療を可能にするものです。 

※交付済の保険証をお持ちの方は、「資格情報通知書（資格情報のお知らせ）」の送付

はありません。 
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Ｑ７ 

自分がマイナ保険証の利用登録をしているか、どのように確認したらよいで

すか？ 

 また、利用登録ができている場合は、自身の情報が正しく紐づけられている

か確認することができますか？ 

 マイナ保険証の利用登録は、マイナポータルのログイン後のトップ画面で確認できま

す。お持ちのスマートフォン（※）で「マイナポータル」にログインし以下の手順でご

確認いただけます。 

  （※）スマートフォンの動作環境の他、パソコン等で利用方法は、マイナポータル

の「よくある質問」「ヘルプ」等をご確認ください。（https://myna.go.jp/） 

 なおマイナポータルの対応端末をお持ちでない場合、ご家族の方等が対応端

末をお持ちであれば、ご自身のマイナンバーカードを使ってログインすること

ができます。確認後には、必ずログアウトするようにしてください。 

 

※詳しくは、厚生労働省ＨＰ「マイナンバーカードの健康保険証利用の安全な制度運用に向け

て」をご確認ください。（https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_33112.html） 
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Ｑ８ 
マイナンバーカードを取得しない、または取得していてもマイナ保険証の利

用登録をせずに、従来の保険証のままでいいですか？ 

令和７年９月３０日に現行の保険証の有効期限が終了します。その後は、原則、マイ

ナ保険証で受診していただきます。 

マイナンバーカードの取得と保険証利用登録をご検討ください。 

 

Ｑ９ 
マイナンバーカードを保険証利用することで、どんなメリットがあります

か？（何のためにマイナ保険証を使うのですか？） 

① データに基づくより良い医療が受けられる 

 マイナンバーカードを用いて受付し、情報提供に同意することで、過去に処方さ

れたお薬や特定健診などの情報を医師・薬剤師にスムーズに共有することができま

す。 

 

② 手続きなしで高額療養費の限度額を超える支払いが免除される 

 マイナ保険証で受診すると、限度額適用認定証がなくても、本人が同意すれば高

額療養費制度に基づき限度額を超える医療費の立替払いが不要となります。 

（複数の医療機関や同一世帯の加入者の医療費の合算の計算がある場合等、申請が必要にな 

る場合があります。） 

 

③ マイナポータルで確定申告時に医療費控除が簡単にできる 

 医療費の領収証を管理・保管しなくてもマイナポータルで医療費通知情報の管理

が可能となり、マイナポータルと e-Tax を連携することで、データを自動入力で

きます。 

その他、医療機関・薬局、保険者にとっても、作業の軽減・効率化が期待されていま

す。 

※厚生労働省ＨＰ「マイナンバーカードの健康保険証利用のメリット」をもとに作成。その他

のメリットや詳細は、厚生労働省ＨＰをご確認ください。

（https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_22682.html） 
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Ｑ１０ 
マイナンバーカードの保険証利用登録（マイナ保険証の登録）はどうすれば

よいですか？ 

マイナンバーカードを健康保険証として利用するためには登録が必要です。申請には

以下 3 つの方法があります。 

①顔認証付きカードリーダーからの申請 

②マイナポータルからの申請 

③セブン銀行 ATM からの申請 

  ※詳しくは、厚生労働省ＨＰ「マイナンバーカードの健康保険証利用方法」をご確認ください。 

   （https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_40391.html） 

 

①顔認証付きカードリーダーからの申請 
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②マイナポータルからの申請 

③セブン銀行 ATM からの申請 
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Ｑ１１ 
医療機関・薬局でマイナ保険証を使用して受付するにはどうすればよいです

か？ 

マイナンバーカードを用いた受付は、ステッカーやポスターの掲載してある医療機

関・薬局でご利用いただけます（Ｑ３参照）。 

 顔認証付きカードリーダーの画面の指示に沿って受付をしてください。 
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  ※詳しくは、厚生労働省ＨＰ「マイナンバーカードの健康保険証利用方法」をご確認ください。 

   （https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_40391.html） 

 

 

Ｑ１２ 
マイナ保険証に対応していない医療機関では、どのように受診したらよいで

すか？ 

 一部の例外（医師が高齢のため、診療報酬明細書を手書きで対応している場合等）を

除き、保険診療を行う医療機関・薬局は、マイナンバーカードによる受付が義務付けら

れています。 

 実際に、マイナンバーカードの取扱いがない医療機関・薬局で受診する場合の他、故

障中などによりカードリーダーが使えない場合は、以下の方法をご確認ください。 

① 保険証をお持ちの方 

従来どおり、受付窓口で保険証を提示します。 

 

② 資格確認書をお持ちの方 

受付窓口で資格確認書を提示します。 

 

③ ①または②が発行されていない方 

マイナンバーカードの提示のみでは資格の確認ができないため保険診療を受けるこ

とができません。その場合、マイナンバーカードとあわせて資格情報通知書（資格

情報のお知らせ）、もしくはマイナポータルを提示することで保険診療を受けるこ

とができます。 

 

 

 

 

 

本人確認 資格確認 

マイナンバーカード マイナポータル 資格情報通知書 

または 
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Ｑ１３ 

マイナンバーカードを持っていない、またはマイナ保険証利用の登録をして

いない加入者が、令和６年１２月２日以降に保険証を紛失した場合、医療機関

等にかかる際どのようにすれば良いですか？ 

令和６年１２月２日以降は、保険証を再交付することができませんので、「資格確認

書」の発行手続きをお願いいたします。「資格確認書」の発行は、「資格確認書等（再）

交付申請書」に必要事項を記載し、組合に申請してください。 

 

Ｑ１４ 
マイナンバーカードを保険証利用登録したら、その後、解除はできないので

しょうか？ 

組合に対して申請をすることで、マイナンバーカードの保険証の利用登録を解除する

ことができ、有効な保険証がない場合には資格確認書の交付を受けることができます。 

マイナ保険証の利用登録解除申請書に必要事項を記入いただき、本人確認書類を添え

て組合まで送付してください。 

  ・届出日の翌月末に解除される予定です。 

  ・登録・解除の状況は、マイナポータルでご確認ください。 

  ・保険証の利用登録が解除された後でも、再度利用登録の手続きを行うことは可能 

  です。 

※具体的な解除手続については、組合ＨＰ「新着情報」の「令和６年１２月２日から現行の保険

証は新たに発行されなくなります。」より「マイナ保険証の利用登録解除」をご確認ください。

（https://www.ka-z-kokuho.or.jp/news.html?id=233） 

 

Ｑ１５ マイナ保険証に移行した後も、保険証は返納しないといけないですか？ 

加入者の喪失や、住所・氏名の変更等があった際の保険証・資格確認書・資格情報通

知書（資格情報のお知らせ）の返却は下記の通りとなります。 

 

保険証 
保険証の有効期限内の変更の場合、保険証

を添付して申請してください。 

資格確認書 
資格確認書の有効期限内の変更の場合、資

格確認書を添付して申請してください。 

資格情報通知書（資格情報のお知らせ） 返却は不要です。 
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Ｑ１６ マイナ保険証を持っていれば、高齢受給者証は必要ないのでしょうか？ 

マイナ保険証には負担割合の情報も登録されていますので、医療機関の窓口で高齢受

給者証を提示する必要がなくなります。 

また、現在の国の見解ではマイナ保険証をお持ちの方には高齢受給者証の交付は想定

しておらず、マイナ保険証をお持ちでない方に交付する「資格確認書」と一体化させる

かどうかは保険者判断とされています。 

これを受けて、組合では令和 7 年度の高齢受給者証更新のタイミング（令和 7 年 8 月

1 日）より、高齢受給者証と資格確認書を一体化させることになりました。 

一体化後は従来の高齢受給者証は発行されなくなり、マイナ保険証をお持ちでない方

には、負担割合が印字された資格確認書がお手元に届くようになります。 

※マイナ保険証をお持ちの方には、負担割合が印字された「資格情報通知書」を交付し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


